
(特用作物一いぐさ一流通加工） (筑後一い草加工）

課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

９新染料によるいぐさの染色

（２）いぐさの反応染料の種類、配合割合と色調
分類 ①

１～２年（完了）

耐光性の強い染色法を開発したので、カラー畳、ファッション畳に利用
できる淡色系を中心に色見本を作成するための、染料の種類汀配合割合を
明らかにする。

Ⅱ試験方法

１供一試仰染ｆ料

①ＣｅＩｍａｚＯ１ＢｒｉｌｌｉａｎｔＲｅｄＧ（赤）②ＣｅＩｍａｚｏＩＢｒｉｌｌｉａｎｔＢＩｕｅＲ
(青）③ＣｅｌｍａｚｏｌＹｅｌｌｏｗＲ（黄）④ＲｅａｃｔｉｖｅＮａｖｙＫＳ（青）
⑤ＣｅＩｍａｚｏｌ８ｒｉＩ１ｉａｎｔＢＩｕｅＲＮ（青）⑥ＣｅｌｍａｚｏＩＢｒｉＩｌｉａｎｔＯｒａｎｇｅ
(オレンジ）⑦ＣｅＩｍａ２ｏｌＢｒｉＩｌｉａｎｔＶｉｏｉｅｔ５Ｒ（紫）⑧ＣｅＩｍａｚｏＩ
Ｂｉａｃｋ８（黒）⑨ＣｅＩｍａｚｏｌＢｒｉＩ１ｉａｎｔＳｃａｒｅｔｃｏｎｃ（柿）
⑩ＣｅｌｍａｚｏＩＢｒｉＩｌｉａｎｔＲｅｄ８Ｂ（赤）⑪ＣｅＩｍａｚｏＩＢｒｉｌＩｉａｎｔＹｅｌＩｏｗ
4GE-CF（黄）

①②③⑦⑨は染色不良のためデータ省略
２染色条件

１年度２年度
（１）染色釜の大きさ（nlm）．

幅600、深さ500、長さ１２００幅140、深さ120、長さ４５０
（２）いぐさの長さ１１０cｍ ３５ｃｍ

（３）染色時間２時間沸鴎状態で染色３０分沸騰状態で染色
2時間（具体的テーータNo.２は１５時間）蒸す

（４）染料濃度及び配合割合Ⅳを参照のこと
（５）その他共通の染色法浸透促進剤はハ蟻ルーHFBO‘2%、浴比はｌ：１０

Ⅲ主要成果の概・要

上記の供試染料２ないし３染料を配合して、染色した結果は次のとお
りである｡

１ＣｅｉｍａｚｏＩＢｒｉｌｌｉａｎｔ８ＩｕｅＲＮとＣｅＩｍａｚｏＩＢｒｉＩＩｉａｎｔＯｒａｎｇｅ
この組み合せは２時間染色後２時間蒸すことで、渋い青､１５時間蒸すこ
とでこげ茶色の２種類の色ができる（Ｎｏ．１，２） 。

２ＲｅａｃｔｉｖｅＮａｖｙＫＳ，ＣｅｌｍａｚｏＩＢＩａｃｋＢとＣｅｌｍａ２ｏｌ８ｒｉＩ１ｉａｎｔＲｅｄ８Ｂ
染料配合を変えることで、紺～紫～黒までの色ができる。紺色は青系統
の染料単色と比べて色調が良好である。
３ＲｅａｃｔｉｖｅＮａｖｙＫＳとＣｅｌｍａｚｏＩＢｒｉＩＩｉａｎｔＹｅｉｌｏｗ４ＧＥ－ＣＦ

ＲｅａｃｔｉｖｅＮａｖｙＫＳの少ない配合は色がさわやかで、カラー畳に利用で
きる。 、

４ＲｅａｃｔｉｖｅＮａｖｙＩ<ＳとＣｅｌｍａｚｏＩＢｒｉＩＩｉａｎｔＲｅｄ８Ｂ

ReactiveNavyKSが少ない配合は明るい良い色調である。
５ＣｅｌｍａｚｏＩＢｒｉＩＩｉａｎｔＲｅｄＧとＣｅＩｍａ２ｏＩＢｒｉＩＩｉａｎｔＢＩｕｅＲ
染まりにくいので、他の染料と配合するといぐさの中央部に色むらが
発生する。

－１２４－



Ⅳ主要成果の具体的データ－日ｲー
第１表染料配合と色

ＮＣ
染料濃染料′名～１三刺激値

色
度％配合割合（％）ＸＹＺ

１４
⑤⑥

７０３０

２
４ ⑤⑥

１５h蒸す７０３０

３６

４１０

‐５２

６２

７２

８２

９２

１０２

１１２

１２９

④⑧⑩

3４４５２３

④⑧⑩

2０６０２０

⑩ ⑪

３３６７

④⑩

3３６７

④⑩

5０５０

④⑩⑪

3０３０４０

④ ⑪

５９５．

④⑪

１０９０

④⑪

1５ 8５

④⑧⑩

１７６６１７

１４．０６１４．４４１１．３５渋い青

１４．５４１４．５５１０．１９こげ茶
ｈ

5．０６４．８８７．３２濃紺

４．９８
ｑ 4．８４７．２４黒

１７．９１１６．７７１１す８０ 渋い柿

1３．３７１２．１６１４．０２淡赤紫

1０．９０１０．３６１３．０６淡い紫

1５．３３１５．４３１３．３０淡こげ茶

2２．９４２４．７４１３．９０淡黄緑．

ｈ

2２．８５２４．６５１４．７９淡黄緑

2０．８２２２．６１１４．５７淡黄緑

5．３７５．４２８．３５濃紺

注）①Ｎｏｌ～４は１年度、５～１２は２年度
②Ｏの数字はⅡの供試染料の番号である。
③染料濃度はいぐさの重量に対する割合である。

Ｖ戒果の評価と取扱上の留意点…

染色コストルが塩基性染料の３～４倍かがるので商品開発に当たり、付加
価値の高い製品に使用する。’

Ⅵ今後の研究上の問題点

１染色の低コスト化
２染色直後のくすみの除去

Ⅶ資料名，

１２年度福岡県農業総合試験場筑後分場共同研究成果報告書「反応
染料によるいぐさの染色」

２２年度福岡県農業総合試験場筑後分場い草加工に関する試験成績
書

－１２５－


